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大切な命を救うために
市功労者表彰
インフルエンザの予防接種は早めに
●今回の折り込み 周南さかなまつり
（はずしてお読みください）
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防
署
か
ら
救
急
車
が
出
動
す
る
た
め
、現

場
に
到
着
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、救

え
る
命
が
救
え
な
く
な
り
ま
す
。

病
状
や
事
故
の
状
況
で
、急
い
で
病
院

に
連
れ
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
き
に
は
、

迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、緊
急
性
が
な
い
と
き
は
、自
家

用
車
な
ど
で
、か
か
り
つ
け
の
病
院
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、診
察
で
き
る
病
院

が
分
か
ら
な
い
な
ど
、迷
っ
た
と
き
は
、消
防

本
部
指
令
室
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

救
え
る
命
が
あ
る

１
月
か
ら
９
月
末
ま
で
の
、市
の
救
急

出
動
件
数
の
累
計
は
、４
２
１
８
件（
一
日

当
た
り
約
16
件
）で
、こ
の
う
ち
軽
症
の
人

が
約
60
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

緊
急
で
な
い
と
き
に
救
急
車
を
要
請
す

る
と
、救
急
車
が
本
当
に
必
要
な
事
故
や

急
病
が
発
生
し
た
と
き
に
、迅
速
に
対
応

で
き
ま
せ
ん
。

救
急
車
が
足
り
な
い
場
合
、遠
く
の
消

１
１
９
番
通
報
で
必
要
な
情
報

救
急
車
な
ど
の
出
動
時
に
は
、あ
ら
か

じ
め
出
動
隊
に
現
場
の
情
報
を
知
ら
せ
ま

す
。正
確
な
情
報
が
多
い
ほ
ど
、迅
速
な
対

応
に
つ
な
が
り
ま
す
。

通
報
す
る
と
き
は
、慌
て
ず
正
確
に
、次

の
こ
と
を
落
ち
着
い
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

何
が

火
災
か
救
急
か
な
ど
、状
況
を
具

体
的
に
伝
え
る

ど
こ
で

住
所
が
分
か
れ
ば
、番
地
ま
で

伝
え
る
。
住
所
が
不
明
の
と
き
は
、現
場

付
近
に
あ
る
商
店
や
事
務
所
、電
柱
な
ど

大
き
な
目
標
物
を
伝
え
る

ど
の
よ
う
に

●
火
災
の
場
合
…
▽
何

救
急
車
は
、自
然
災
害
や
火
災
、事
故
、急
病
な
ど
の
緊
急
時

に
、大
切
な
命
を
救
う
た
め
、消
防
署
で
待
機
し
て
い
ま
す
。

救
急
車
は
、本
当
に
必
要
な
と
き
に
呼
ぶ
も
の
で
す
。

緊
急
時
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、１
１
９
番
通
報
に
必

要
な
情
報
を
知
り
、適
正
に
救
急
車
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

緊/

急/

時/

に/

必/

要/

で/

す

大
切
な
命
を

救
う
た
め
に

（
建
物
で
あ
れ
ば
階
数
）が
、ど
の
よ
う
な

規
模
で
燃
え
て
い
る
か
▽
け
が
人
や
逃
げ

遅
れ
た
人
が
居
る
か
●
救
急
の
場
合
…
▽

何（
交
通
事
故
、急
病
、怪
我
な
ど
）が
起

こ
っ
た
か
▽
患
者
の
人
数
や
意
識
の
有
無
、

傷
病
人
が
い
る
場
所
▽
病
気
や
怪
我
の
状

況
、既
往
症
、か
か
り
つ
け
の
病
院
な
ど

誰
が
通
報
し
た
か

氏
名
と
電
話
番
号

命
を
救
う
た
め
に
で
き
る
こ
と

け
が
や
病
気
に
な
っ
た
と
き
、命
を
救
う

た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、呼
吸
や
心

臓
が
止
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、迅
速
な
１
１
９
番
通
報
と
、

現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
の
救
命
処
置
が
不
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可
欠
で
す
。

１
１
９
番
通
報
し
て
か
ら
、救
急
車
が

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
は
、全
国
平
均
で
、

約
６
分
か
か
り
ま
す
。
そ
の
６
分
間
で
救

命
処
置
を
し
た
場
合
、命
を
救
え
る
可
能

性
は
、し
な
か
っ
た
場
合
の
約
12
パ
ー
セ
ン

ト
か
ら
、約
28
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
高
く
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、救
命

処
置
を
す
る
こ
と
は
、命
を
救
え
る
可
能

性
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

正
し
い
救
命
処
置
を
学
ぶ

呼
吸
や
心
臓
が
止
ま
っ
た
と
き
に
行
う

救
命
処
置
に
は
、人
口
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
対
外
式
除
細
動
器
）

を
用
い
た
、電
気
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、救
命
講
習
会（
３
時

間
）を
開
催
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
命
を

救
う
た
め
に
、ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

１
１
９
番
通
報
に
関
す
る
こ
と

消
防
本

部
指
令
室
1
０
８
３
４
―
22
―
８
７
６
５

救
命
講
習
に
関
す
る
こ
と

消
防
本
部

警
防
課
1
０
８
３
４
―
22
―
８
７
６
２

周南地域休日・夜間こ
ども急病センター
12月1日（月）から、市休日夜間急

病診療所の小児科は、徳山中央病院内

に移設し、周南地域休日・夜間こども

急病センターとして開設します。これ

に伴い、市休日夜間急病診療所の診療

は、成人の内科と外科のみになります。

12月1日以降の、休日や夜間、緊急

の、小児科の診療は、周南地域休日・夜

間こども急病センターを利用してくだ

さい。

また、かかりつけの医師を決めてお

き、できるだけ昼間に受診しましょう。

診察時間 ▽平日…19時～22時▽

日曜・祝日…9時～12時、13時～

17時、19時～22時

※受け付けは、終了時間の30分前ま

でです。

小児救急医療電話相談

受診の判断が難しい場合は、小児救

急医療電話相談を利用してください。

受付日時 毎日19時～22時

電話番号　▽携帯電話・プッシュ回線

…＃8000▽ダイヤル回線…108

3―921―2755

問合せ 健康増進課10834―22―

8552・徳山中央病院10834―

28―4411

12月1日（月）から開設

火
災
か
ら
命
を
守
る

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、空
気
が

乾
燥
し
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
季

節
に
な
り
ま
す
。

11
月
９
日
の
１
１
９
番
の
日
や
、

11
月
９
日（
日
）か
ら
15
日（
土
）ま

で
行
う
、秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

の
機
会
に
、万
が
一
に
備
え
、防
火

の
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
住
宅
防
火
命
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
３
つ
の
習
慣

▽
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
に
や
め
る
▽
ス
ト

ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る
▽
ガ
ス
こ
ん
ろ

な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、必

ず
火
を
消
す

●
４
つ
の
対
策

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
▽
寝

具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、防
炎
製
品
を
使
用
す
る
▽
火

災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

▽
高
齢
者
や
身
体
が
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体

制
を
作
る

問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課
1
０

８
３
４
―
22
―
８
７
７
３
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自
治
功
労
表
彰

一
定
の
期
間
、
市
議
会
議
員
や
行
政

委
員
会
の
委
員
、自
治
会
長
、消
防
団
長

な
ど
の
、市
の
職
に
あ
る
、ま
た
は
、あ
っ
た

人
で
、そ
の
功
績
が
顕
著
な
人
を
表
彰
し

ま
す
。

青
木
虔
弘（
大
向
）、明
石
繁
男（
平
和
通
）

有
吉
進（
高
瀬
）、石
川
光
生（
大
潮
）、石

丸

適（
大
津
島
）、磯
崎

弘（
大
島
）、磯

部
良
三（
周
陽
）、市
山
佐
代
子（
清
水
）、

伊
藤
禎
亮（
夏
切
）、今
津
誠
次（
富
田
）、

今
村
康
穗（
徳
山
）、岩
崎
幸
彦（
本
陣
町
）、

植
田
孝
司（
五
月
町
）、内
山
周
一（
須
々

万
本
郷
）、内
山
時
男（
青
山
町
）、大
江

信
義（
戸
田
）、大
矢
根
憲
三（
昭
和
通
）、

大
山
政
男（
糀
町
）、岡
崎
正
明（
上
村
）、

尾
崎
眞
男（
垰
）、小
田
敏
雄（
須
々
万
本

郷
）、梶
山
正
一（
梅
園
町
）、片
山
志
津

惠（
今
住
町
）、嘉
津
儀
一（
中
須
南
）、上

山
忠
男（
防
府
市
）、川
井
進
一（
新
宿
通
）、

河
井
日
出
夫（
戸
田
）、河
村
卓
二（
金
峰
）、

河
村
安
人（
須
万
）、岸
村
敬
士（
須
々
万

本
郷
）、北
村
正
次（
大
島
）、清
永
一
彦

（
戸
田
）、國
冨
晃（
二
番
町
）、栗
栖
博
美

（
久
米
）、桑
原
孝
行（
下
上
）、神
田
清
作

（
下
上
）、河
野
司
朗（
慶
万
町
）、古
城
又

男（
大
津
島
）、古
南
輝
洋
勝（
泉
原
町
）、

五
和
宮
勇（
徳
山
）、齋
藤
榮
子（
昭
和
通
）、

坂
田

勉（
小
松
原
）、櫻
井
一
智（
小
松

原
）、佐
田
國
泰
二（
久
米
）、志
賀
武
男

（
西
千
代
田
町
）、重
岡
良
彦（
栗
屋
）、重

永
武（
大
道
理
）、清
水
靖
夫（
古
泉
）、白

井
義
登（
鹿
野
中
）、杉
村
勝
美（
須
々
万

本
郷
）、高
松
至（
粭
島
）、高
松
百
年（
粭

島
）、瀧
本
実（
鹿
野
下
）、竹
村
敏
郎（
周

陽
）、武
本
哲
雄（
大
島
）、田
畑
武
義（
新

田
）、玉
野
健
作（
新
地
）、田
村
保
徳（
湯

野
）、近
間
正
治（
若
草
町
）、手
島
信
之

（
岐
南
町
）、徳
永
克
巳（
小
松
原
）、徳
永

恒
昭（
千
代
田
町
）、徳
本
豊（
八
代
）、友

弘
メ
グ
ミ（
大
津
島
）、直
江
保
正（
八
代
）、

中
嶋
玉
雄（
徳
山
）、中
村
久
壽
雄（
新
地

町
）
、
中
村
俊
孝
（
長
穂
）
、
中
村
忠
行

（
須
々
万
本
郷
）、中
村
忠
義（
戸
田
）、西

岡
博
幸（
清
光
台
町
）、西
林
稔（
須
々
万

奥
）、橋
本
賢
治（
福
川
）、橋
本
誠
士（
月

丘
町
）、畠
中

巧（
鹿
野
上
）、原
田
孝
夫

（
富
田
）、原
田

正（
大
向
）、半
田
文
雄

（
新
田
）、吹
田
邦
男（
桶
川
町
）、福
田
惠

一
郎（
花
陽
）、福
田
雅
正（
福
川
）、福
田

信
義（
扇
町
）、福
根
義
雄（
八
代
）、福
原

敏
行（
夜
市
）、福
原
義
和（
大
潮
）、藤
井

勝
利（
桜
木
）、藤
井
泓（
若
山
）、藤
村
信

彦（
小
松
原
）、藤
本
一
男（
大
向
）、藤
本

隆
雄（
須
々
万
本
郷
）、堀
熊
昭
夫（
鹿
野

下
）、松
田
富
雄（
湯
野
）、松
永
隆
吉（
中

須
南
）、水
木
卓
男（
岐
山
通
）、宮
崎

隆

（
城
ヶ
丘
）、宗
田
博
志（
横
浜
町
）、村
田

健
二（
大
河
内
）、森
重
章（
夜
市
）、森
次

定
義（
松
保
町
）、山
田
祐
二（
湯
野
）、和

市
制
施
行
５
周
年
記
念

市
功
労
者
表
彰

市
制
施
行
５
周
年
記
念
に
伴
い
、本
市
の
市
政
の
振
興
や
、

公
共
の
福
祉
増
進
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
な
ど
に
功
績
が

あ
っ
た
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

特
別
功
労
表
彰

自
治
功
労
表
彰
や
功
労
表
彰
に
該
当

し
、本
市
発
展
の
た
め
貢
献
し
た
功
績
が
、

特
に
卓
越
す
る
人
な
ど
を
表
彰
し
ま
す
。

河
村
和
登（
大
島
）

平
成
11
年
４
月
か
ら
15
年
４
月
ま
で
は

旧
徳
山
市
の
市
長
と
し
て
、本
市
の
合
併

に
尽
力
し
、15
年
５
月
か
ら
19
年
５
月
ま

で
は
本
市
の
初
代
市
長
と
し
て
、市
政
の

発
展
に
寄
与

し
、
ま
た
地

域
の
振
興
に

も
貢
献
し
ま

し
た
。

吉
村
徳
昌（
平
野
）

平
成
11
年
12
月
か
ら
15
年
４
月
ま
で

は
旧
新
南
陽
市
の
市
長
と
し
て
、本
市
の

合
併
に
尽
力
し
、15
年
４
月
か
ら
15
年
５

月
ま
で
は
本
市
の
市
長
職
務
執
行
者
と
し

て
、15
年
５
月
か
ら
17
年
３
月
ま
で
は
本

市
の
特
別
参

与
と
し
て
、

市
政
の
発
展

に
寄
与
し
、

ま
た
地
域
の

振
興
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

大
田
良
充（
呼
坂
）

平
成
４
年
11
月
か
ら
15
年
４
月
ま
で
は

旧
熊
毛
町
の
町
長
と
し
て
、本
市
の
合
併

に
尽
力
し
、

15
年
４
月
か

ら
17
年
３
月

ま
で
は
本
市

の
特
別
参
与
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田
和
年（
三
笹
町
）、和
田
康
彦（
入
船
町
）、

渡
邉
一
正（
新
地
町
）

功
労
表
彰

公
共
の
福
祉
増
進
や
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
向
上
な
ど
へ
の
寄
与
、多
額
な
私
財
の

寄
附
な
ど
で
、そ
の
功
績
が
顕
著
な
市
民

の
皆
さ
ん
、ま
た
は
本
市
に
か
か
わ
る
個

人
ま
た
は
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

■
教
育
文
化
功
労

明
石
恒
男（
徳
山
）、浅
海
三
喜
雄（
平
和

通
）、石
川
良
興（
周
陽
）、石
丸
典
子（
孝

田
町
）、
伊
東
順
子
（
樋
口
）、
上
田

勝

（
政
所
）、宇
都
宮
陽
一（
富
田
）、大
野
恭

史（
福
川
中
市
町
）、岡
本
尚
志（
本
町
）、

小
川

宣（
弥
生
町
）、小
川
睦
代（
城
ヶ

丘
）、小
田
澄（
富
田
）、加
藤
市
子（
城
ヶ

丘
）、久
我
有
史（
桜
馬
場
通
）、藏
田
英

治（
政
所
）、蔵
田
克
彦（
桜
木
）、河
野
公

隆（
久
米
）、神
谷
哲
彦（
住
崎
町
）、小
西

知
都
子（
銀
座
）、財
前
司
一（
美
祢
市
）、

佐
波
義
連（
清
水
）、澤
重
瑩
二（
福
川
）、

徳
本
憲
道
（
呼
坂
）、
友
村
忠
善
（
若
宮

町
）、野
村
慶
次（
徳
山
）、林

正
子（
大

河
内
）、原
田
忠
明（
古
川
町
）、原
田
哲

彦（
周
陽
）、平
野
健
一
郎（
光
市
）、福
谷

敞（
月
丘
町
）、故
藤
村
公
彦（
岐
山
通
）、

寳
迫
邦
幸（
本
町
）、松
下
伸
一（
桜
木
）、

丸
山
惠
子（
徳
山
）、御
手
洗
賢
成（
城
ヶ

丘
）、三
戸
嘉
昭（
秋
月
）、山
縣
洋
二（
久

米
）
、
山
城
哲
也
（
戸
田
）
、
吉
永
能
久

（
弥
生
町
）、渡
敦
夫（
富
田
）

■
産
業
功
労

石
丸
貢（
徳
山
）、桑
田
吉
雄（
中
須
南
）、

西
村
鶴
次
郎（
櫛
ヶ
浜
）、福
田
隆
文（
城

ヶ
丘
）、三
牧
信
敏（
粭
島
）

■
厚
生
事
業
功
労

安
達
保
人（
湯
野
）、石
本
修
自（
み
な
み

銀
座
）、磯
部
英
子（
河
東
町
）、宇
佐
川

礼
子
（
花
畠
町
）、
小
倉
昭
子
（
湯
野
）、

木
船
淳
雄
（
須
々
万
奥
）
、
國
重
信
明

（
周
陽
）、佐
野
千
鶴
子（
徳
山
）、多
田
知

子
（
大
津
島
）、
徳
毛
裕
之
（
大
河
内
）、

中
尾
千
惠
子（
舞
車
町
）、中
村
常
正（
室

尾
）
、
中
村
雅
勇
（
夜
市
）
、
橋
本
英
子

（
月
丘
町
）、弘
中
幸
子（
城
ヶ
丘
）、藤
原

利
之（
銀
南
街
）、三
浦
ス
ミ
子（
日
地
町
）、

村
岡
博（
富
田
）、森
野
ア
ヤ
子（
戸
田
）、

森
原
軍
治（
花
陽
）、八
木
正
司（
久
米
）、

山
縣
啓
子
（
久
米
）、
山
本
和
子
（
大
河

内
）、わ
ら
し
べ
会（
政
所
）

■
自
治
善
行

有
田
建
二（
今
住
町
）、国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
徳
山（
新
町
）

作
品
や
資
料

な
ど
を
市
に

寄
贈
し
、
市

民
文
化
の
振

興
や
向
上
に

多
大
に
貢
献
し
ま
し
た
。

尾
崎
穣（
京
都
市
）

日
展
や
一
水
会
で
活
躍
し
た
、本
市
出

身
の
画
家
、尾
崎
正
章
さ
ん
の
子
で
、平
成

14
年
以
降
、尾
崎
正
章
さ
ん
の
絵
画
作
品
、

１
７
７
点
を

市
に
寄
贈

し
、
市
民
文

化
の
振
興
や

向
上
に
多
大

に
貢
献
し
ま
し
た
。

株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ（
御
影
町
）

昭
和
53
年
か
ら
、旧
徳
山
市
や
旧
新
南

陽
市
の
小
・
中
学
校
に
、図
書
券
や
書
架

の
寄
贈
を
開
始
し
、本
市
誕
生
後
は
熊
毛

地
域
や
鹿
野
地
域
の
小
・
中
学
校
も
加
え

て
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
寄
贈
累
計
額
は
約

１
億
５
千
６
百
万
円
で
、寄
贈
の
図
書
券

で
購
入
し
た
書
籍

は
、同
社
の
所
在
地

に
ち
な
ん
で
、御
影

文
庫
と
呼
ば
れ
、児

童
や
生
徒
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

と
し
て
、市
政
の
発
展
に
寄
与
し
、ま
た
地

域
の
振
興
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

岡
林
久
熊（
鹿
野
上
）

平
成
４
年
９
月
か
ら
15
年
４
月
ま
で
は

旧
鹿
野
町
の
町
長
と
し
て
、本
市
の
合
併

に
尽
力
し
、15
年
４
月
か
ら
17
年
３
月
ま

で
は
本
市
の
特
別
参
与
と
し
て
、市
政
の

発
展
に
寄
与

し
、
ま
た
地

域
の
振
興
に

も
貢
献
し
ま

し
た
。

石
田
道
雄（
川
崎
市
）

本
市
出
身
の
国
際
的
詩
人
で
、童
謡
の

「
ぞ
う
さ
ん
」や
「
１
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
ら
」

「
や
ぎ
さ
ん
ゆ
う
び
ん
」な
ど
の
作
詞
を
し
、

ま
ど
・
み
ち
お
の
名
前
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
多
数
の

作
品
や
資
料

な
ど
を
市
に

寄
贈
し
、
市

民
文
化
の
振

興
や
向
上
に
多
大
に
貢
献
し
ま
し
た
。

宮
崎
進（
鎌
倉
市
）

平
成
16
年
に
、
世
界
最
大
の
国
際
展

「
サ
ン
パ
ウ
ロ・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」の
日
本
代
表

に
選
出
さ
れ
、国
際
的
評
価
を
受
け
た
、

本
市
出
身
の
国
際
的
画
家
で
す
。
多
数
の

問
合
せ

総
務
課
1
０
８
３
４
―

22
―
８
２
６
１
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時間を忘れて親子で楽しむ

熊
毛
図
書
館
の
読
み
聞
か
せ
の

会
が
、10
月
11
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。こ
の
会
は
、幼
児
期
か
ら
図

書
館
や
本
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
月
１

回
開
催
し
て
い
ま
す
。
約
30
人
の
親

子
は
、人
形
な
ど
を
エ
プ
ロ
ン
に
貼
り

付
け
る
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
や
大
型
絵

本
な
ど
の
出
し
物
に
、引
き
込
ま
れ

て
い
き
ま
し
た
。最
後
に
、広
告
紙
で

紙
飛
行
機
を
折
り
、み
ん
な
で
飛
行

テ
ス
ト
。
会
場
で
は
、よ
く
飛
ぶ
紙
飛

行
機
に
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
、楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

バランスを取りながら記録に挑戦

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

す
る
一
輪
車
選
手
権
大
会

が
、10
月
５
日
に
、市
陸
上
競
技
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
競
技
は
、20
メ

ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
に
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
10

個
を
配
置
し
、バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が

ら
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
す
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
部

と
、直
線
コ
ー
ス
を
早
く
駆
け
抜
け

る
ス
プ
リ
ン
ト
の
部
の
２
つ
の
部
門
が

行
わ
れ
ま
し
た
。ス
プ
リ
ン
ト
の
部
で

は
、小
学
３
年
生
の
大
会
新
記
録
が

生
ま
れ
る
な
ど
、皆
さ
ん
は
、最
後
ま

で
あ
き
ら
め
ず
に
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
、

記
録
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

徳
山
動
物
園
で
、フ
ァ
ミ
リ
ー
フ

ェ
ス
タ
in
Ｚ
Ｏ
Ｏ

ズ

ー

が
、10
月

４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
催
し

は
、４
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
家

族
を
対
象
に
、市
母
子
保
健
推
進
協

議
会
が
実
施
。こ
の
日
は
対
象
者
の

動
物
園
入
園
料
は
無
料
で
、会
場
に

は
多
く
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。

中
央
ス
テ
ー
ジ
で
は
、歌
や
体
操
な

ど
が
行
わ
れ
、親
子
で
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
た
。
中
央
広
場
に
は
、傘
に

ボ
ー
ル
を
投
げ
入
れ
る
遊
び
な
ど
が

用
意
さ
れ
、子
ど
も
た
ち
は
、み
ん
な

で
仲
良
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

傘
に
め
が
け
て

楽
し
く
ボ
ー
ル
投
げ

鹿
野
地
域
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
、わ

ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
タ
が
、10
月
12

日
に
、せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
の
多
く
の
家
族
連
れ
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
錦
川
が
流
れ
る

会
場
周
辺
で
は
、親
子
で
参
加
で
き

る
マ
ス
釣
り
大
会
や
、元
気
な
こ
ど

も
た
ち
が
参
加
す
る
魚
の
つ
か
み
取

り
、わ
ん
ぱ
く
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、丸
太

切
り
競
争
が
行
わ
れ
、訪
れ
た
皆
さ

ん
は
、思
い
思
い
に
挑
戦
。
ま
た
、鹿

野
の
新
鮮
な
食
材
を
使
っ
た
バ
ザ
ー

に
は
、食
欲
の
秋
を
求
め
て
長
い
列

が
連
な
っ
て
い
ま
し
た
。

鹿
野
の
秋
を
家
族

で
満
喫

表
紙
の
こ
と
ば

イ
ン
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お話
はなし

が大
だい

好
す

きなぽっこちゃん。

寝
ね

る前
まえ

に、同
おな

じお話
はなし

を何
なん

度
ど

も何
なん

度
ど

もし

てとせがまれたけど、最
さい

後
ご

は、お母
かあ

さんが

先
さき

に寝
ね

てしまってごめんね。

お母
かあ

さんが「痛
いた

い！」といったら、「痛
いた

い

の痛
いた

いの飛
と

んでけ！」ってやってくれてあ

りがとう。

いっぱい笑
わら

っていっぱい怒
おこ

って表情豊
ひょうじょうゆた

かになったね。

ごはんを、おいしそうに食
た

べてくれると幸
しあわ

せ。ぽあぽあのほ

っぺも、ぷっくぷくのお尻
しり

も大
だい

好
す

きだよ。そして、何
なに

より元
げん

気
き

でいてくれることがとても嬉
うれ

しい。

明日
あした

こそ、がみがみ言
い

わないあったかお母
かあ

さんになるから

ね。明日
あした

こそ、先
さき

に寝
ね

ないようにするからね。

いっぱいいっぱいお話
はなし

してあげるから・・・。おやすみなさい。

ぽあぽあほっぺ

子

ど も へ の

k
o
domoeno t

eg
am
i手紙 

ワークショップを継続することで、地域課題への取り
組みや人々のネットワークが広がっています

徳山大学地域連携センター

和田崇さん

徳山大学地域連携センター
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和田崇さん

徳山大学地域連携センター

和田崇さん

徳山大学地域連携センター

和田崇さん
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共
に
育
て
る

地
域
の
つ
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が
り

共
に
育
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る

地
域
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つ
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り

共
に
育
て
る

地
域
の
つ
な
が
り

共
に
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て
る

地
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つ
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が
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共
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が
り

共
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て
る

地
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つ
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が
り

共
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て
る

地
域
の
つ
な
が
り

共
に
育
て
る

地
域
の
つ
な
が
り

共
に
育
て
る

地
域
の
つ
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が
り

共
に
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て
る

地
域
の
つ
な
が
り

共
に
育
て
る

地
域
の
つ
な
が
り

共
に
育
て
る

地
域
の
つ
な
が
り

共
に
育
て
る

地
域
の
つ
な
が
り

共
に
育
て
る

地
域
の
つ
な
が
り

共
に
育
て
る

地
域
の
つ
な
が
り

共
に
育
て
る

地
域
の
つ
な
が
り

共
に
育
て
る

地
域
の
つ
な
が
り

連
携
し
、地
域
振
興
や
教
育
研
究
活
動
の

充
実
を
め
ざ
し
て
、８
月
に
徳
山
大
学
内

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
取
り
組

み
で
は
、地
域
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
し
た
、７
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、参
加
し
た
皆
さ
ん
と
の
情
報
交
換
会

を
通
し
て
、今
後
の
方
向
性
や
課
題
の
掘

り
起
こ
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
学
内
か
ら
の
一
方
的
な
発
信
だ
け
で

な
く
、セ
ン
タ
ー
が
学
生
や
皆
さ
ん
と
の
話

し
合
い
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
な
り
、地
域

の
現
場
の
課
題
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
共
に
探
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
、

ま
ち
づ
く
り
や
情
報
地
理
を
専
門
に
す
る

和
田
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
教
育
交
流
を

お
互
い
が
積
み
上
げ
て
い
け
ば
、地
域
に
根

付
く
大
学
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、周
南
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
、今
後
の
セ
ン
タ
ー
の
地
域
貢
献
の

役
割
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

「
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
は
、徳
山
大
学
を

取
り
巻
く
地
域
の
皆
さ
ん
に
、専
門
分
野

な
ら
で
は
の
情
報
提
供
や
助
言
、ま
た
、そ

れ
ら
の
交
流
や
サ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
、お
互

い
の
課
題
の
解
決
や
新
た
な
活
力
を
見
い

出
す
こ
と
を
目
的
に
し
た
総
合
窓
口
で

す
」
と
話
す
の
は
、徳
山
大
学
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー
で
、副
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
、和

田
崇
さ
ん
で
す
。

徳
山
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
は
、県

内
の
教
育
機
関
や
自
治
体
、企
業
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
と
徳
山
大
学
や
学
生
た
ち
が

中
で
も
、
種

芋
か
ら
親
芋
、

子
芋
、孫
芋
へ
と

増
え
続
け
る
サ

ト
イ
モ
は
、子
孫

繁
栄
の
縁
起
物

と
さ
れ
、正
月
用

の
食
材
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

夜
市
地
区
の
サ
ト
イ
モ
は
、JR
戸
田
駅

前
の
、市
西
部
道
の
駅
実
証
店
舗
と
れ
た

て
市
場
・
ゆ
ー
と
ぴ
や（
毎
週
金
〜
日
曜
日

９
時
〜
17
時
営
業
）に
も
た
く
さ
ん
出
荷

さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
一
度
味
わ
っ
て
く
だ

さ
い
。

夜
市
地
区
の
根
物
野
菜

夜
市
地
区（
徳
山
地
域
）

夜
市
地
区
の
郷
土
の
ピ
カ
イ
チ
は
、こ
の

地
の
良
質
な
赤
土
で
育
て
ら
れ
た
、根
物

野
菜
で
す
。

そ
れ
ら
の
野
菜
は
、昭
和
62
年
か
ら
、山

を
切
り
開
い
て
、畑
に
整
備
さ
れ
た
、湯
本

地
区（
１
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
）や
、桑
迫
地
区

（
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、城
山
地
区（
５
・
５
ヘ
ク
タ

ー
ル
）の
、畑
作
団
地
を
中
心
に
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。



人に
うつ
さな
いた
めの
咳エ
チケ
ット

●咳
やく
しゃ
みは
、人に

向け
ずに
、テ

ィッシ
ュな
どで
、口と

鼻を
押さ
える

●使
用し
たテ
ィッシ

ュは
、すぐ

にふ
た

付き
のご
み箱
に捨
てる

●症
状の
ある
人は
、マス

クを
正し
く

着用
する

一
般
的
な
注
意

予
防
接
種
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
や

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、事
前
に
医
師

な
ど
に
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、予
診
票
は
接
種
を
す
る
医
師
に

と
っ
て
大
切
な
情
報
で
す
。

接
種
を
受
け
る
人
が
責
任
を
も
っ
て
記

入
し
、正
し
い
情
報
を
医
師
に
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
人

●
熱
が
37
・
５
度
以
上
あ
る

●
重
い
急

性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る

●
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
の
成
分
で
、急
激
な
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

●
過
去
に
予
防
接
種
を
受
け
て
、２
日
以

内
に
発
熱
や
発
し
ん
、じ
ん
ま
し
ん
な
ど
の

予
防
接
種
を
受
け
る
際
に

予
防
接
種
の
効
果

予
防
接
種
の
副
反
応

イン
フル
エン
ザの
予防

●予
防接
種を
受け
る

●で
きる
だけ
人ご
みを
避け
る

●日
ごろ
から
十分
な栄
養や
休養
をと
る

●外
出す
ると
きは
、マス

クを
着用
する

●室
内を
乾燥
し過
ぎな
いよ
うに
する

●帰
宅後
は、手

洗い
と、う

がい
をす
る
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異
常
が
見
ら
れ
た

●
そ
の
ほ
か
、医
師

が
不
適
当
な
状
態
と
判
断
し
た
場
合

医
師
と
相
談
し
な
く
て
は
い
け
な
い
人

●
心
臓
病
や
じ
ん
臓
病
、肝
臓
病
や
血
液
、

そ
の
ほ
か
慢
性
の
病
気
で
、治
療
を
受
け
て

い
る

●
今
ま
で
に
、け
い
れ
ん
を
起
こ
し

た
こ
と
が
あ
る

●
気
管
支
ぜ
ん
息
が
あ

る

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
成

分
ま
た
は
鶏
卵
や
鶏
肉
な
ど
に
対
し
て
、ア

レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る

予
防
接
種
後
の
一
般
的
な
注
意
事
項

予
防
接
種
後
の
30
分
間
は
、急
な
副
反

応
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、医

師
と
す
ぐ
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、副
反
応
の
多
く
は
、24
時
間
以

内
に
現
わ
れ
ま
す
の
で
、特
に
こ
の
間
は
体

調
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
を
し
た
当
日
は
、入
浴
し
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の

予
防
接
種
は
早
め
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
す
。

そ
の
症
状
は
、38
度
以
上
の
急
な
発
熱

や
頭
痛
、関
節
痛
、筋
肉
痛
な
ど
、か
ぜ
に

比
べ
て
全
身
症
状
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
併
発

し
、重
症
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
も
特
徴

で
す
。

予
防
接
種
は
、症
状
が
出
る
の
を
防
ぎ
、

重
症
化
の
防
止
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
、イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
対
す
る
抵
抗
力
が
つ
く
ま
で
に
、２

週
間
程
度
か
か
り
、そ
の
効
果
は
約
５
か

月
間
続
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前
に
、早

め
の
接
種
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、注
射
し
た

部
分
を
こ
す
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、激
し
い
運
動
や
大
量
の
飲
酒
は

避
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
の
後
、ま
れ
に
注
射
の
あ
と

が
赤
み
を
帯
び
た
り
、は
れ
た
り
、痛
ん
だ

り
、ま
た
、微
熱
や
寒
気
、頭
痛
、全
身
の

だ
る
さ
な
ど
が
、見
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
が
、通
常
は
２
〜
３
日
で
治
り
ま
す
。

ま
た
、予
防
接
種
と
同
時
に
、ほ
か
の
病

気
が
重
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
た
後
、接
種
し
た
部

分
が
痛
み
や
熱
を
も
っ
て
、ひ
ど
く
は
れ
た

り
、全
身
の
じ
ん
ま
し
ん
、お
う
吐
を
繰
り

返
す
、顔
色
が
悪
い
、低
血
圧
、高
熱
な
ど

の
症
状
が
現
れ
た
ら
、医
師
の
診
察
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

毎
年
、12
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
に
か
け
て
流
行
す
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
、早
め
の
予
防
接
種
で
、症
状
を
防
い
だ
り
、軽
く
し
た

り
で
き
ま
す
。

効
果
は
、接
種
後
約
2
週
間
で
現
れ
、約
5
か
月
間
持
続
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、12
月
中
旬
ま
で
の
接
種
が
効
果
的
で
す
。
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インフルエンザにかかると重症化するおそれがある高齢者
には、予防接種の負担額を軽減しています。
●予約が必要な医療機関があります。電話などで問い合わせ
てから受診してください。
●表以外の医療機関で接種を希望する人は、健康増進課に問い
合わせてください。

高齢者の負担額を軽減
インフルエンザの予防接種　1回1,050円

医療機関名 電話番号
おかもと内科 32―3322
奥田医院 21―2246
岐陽診療所 21―0839
香津医院 88―3388
神田医院 88―2525
香田整形外科医院 21―8188
こうち医院 34―3456
桜田内科医院 21―5861
佐藤医院 21―3153
清水クリニック 21―1123
周南高原病院 88―0391
周南病院 21―0357
須金診療所 86―2220
高木内科クリニック 25―2678
高島外科医院 21―4077
高橋内科 31―6188
竹内医院 83―2600
竹内医院分院 61―0330
田中医院 62―4285
田中病院 32―2000
近間泌尿器科クリニック 34―5100
千治松呼吸器循環器内科 21―0714
津田胃腸科内科医院 28―3763
徳山医師会病院 31―2350
徳山静養院 31―1734
徳山中央病院 28―4411
徳山内科クリニック 25―1136
徳山病院 21―3750
徳山ファーストクリニック 27―1080
年光整形外科医院 26―1432
中須診療所 89―0071
中村整形外科クリニック 28―3011
橋本医院 25―0018
弘田消化器科 31―2033
福山胃腸科・放射線科 22―9811
藤井医院 21―0362
藤井内科医院 21―1418
ふじい内科クリニック 25―3550
藤嶋内科医院 21―3588
ふるたに消化器内科 39―2525

医療機関名 電話番号
堀家医院 22―1410
本城クリニック 33―3355
まえだ循環器内科 22―3131
まさこメディカルクリニック 21―0609
宮里クリニック 28―5577
村田医院 29―2000
望月麻酔科神経内科クリニック 31―5763
森岡医院 22―0853
山縣医院 25―0220
山下内科小児科医院 31―7333
湯野温泉病院 83―2083
周南リハビリテーション病院 83―3300

新南陽地域 市外局番0834
上田内科・小児科 63―0051
宇都宮医院 62―2566
おのクリニック 61―2300
かまたクリニック 61―0099
岸整形外科 62―2632
沢重内科医院 63―0213
椎木内科循環器科 62―3388
新南陽市民病院 61―2500
高杉レディースクリニック 64―7700
たにむら小児科 64―3030
年光医院 62―1100
中村医院 62―2436
原田医院 62―1500
まつざき内科医院 62―6005
三好内科クリニック 64―2222
山口内科 62―3555
山口ひふ科クリニック 63―7733
渡内科医院 63―1530

熊毛地域 市外局番0833
小川クリニック 91―5777
ふじわら医院 91―7100
松永医院 91―3006
松村医院 91―0303
松本医院 91―6020
熊北診療所 91―0100

鹿野地域 市外局番0834
鹿野博愛病院 68―2233
国民健康保険鹿野診療所 68―2192

徳山地域 市外局番0834
医療機関名 電話番号
浅海医院 21―0370
浅見内科クリニック 21―0598
石川眼科・小児科・内科 28―7822
石田整形外科 28―0250
板垣外科医院 28―6651
いとう内科呼吸器科 39―0110
宇野医院本院 25―0075
宇野内科クリニック 28―1222
おおしろ小児科 22―3121
大津島診療所 85―2200
おかたに医院 21―6065

対象 ●65歳以上で、接種を希望
する人　●60歳以上65歳未満
で、心臓、じん臓、呼吸器の機能
障害またはヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能障害のため身
体障害者手帳１級を受けている
人（医師が同程度と認めた人を
含む）で、接種を希望する人

受けられる期間　11月１日（土）
～平成21年2月28日（土）

※有効性を高めるため、できるだけ
12月中旬までに、受けてください。
自己負担額 1,050円
※生活保護を受けている人は無料
です。（受給者証を提示してくだ
さい）
受けられる回数 １回
予診票 医療機関で備え付けの予
診票に記入
持参物 健康手帳またはインフル
エンザ予防接種手帳

実施医療機関の一覧

●徳山保健センター10834―22―8553 ●新南陽保健センター10834―61―3091
●熊毛総合支所内10833―92―0013 ●鹿野総合支所内10834―68―2302

問合せ 健康増進課
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情 報 ひ ろ ば  

障
害
者
総
合
相
談
窓
口

生
活
す
る
上
で
、困
っ
て
い
る
こ
と
を
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

新
南
陽
総
合
支
所
で
開
催

▼
日
時
／
11
月
18
日（
火
）９
時
30
分
〜

11
時
30
分
▼
申
込
み
／
11
月
17
日（
月
）

ま
で
に
、電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
、新
南
陽
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
1
61
―
４
１
１
３
・
5

61
―
４
１
３
３

市
役
所
本
庁
舎
で
開
催

▼
日
時
／
11
月
18
日（
火
）13
時
〜
15
時

▼
申
込
み
／
11
月
17
日（
月
）ま
で
に
、電

話
・
フ
ァ
ク
ス
で
、福
祉
介
護
課
障
害
者
福

祉
担
当
1
22
―
８
４
６
３
・
5
22
―
８
４

６
４

鹿
野
総
合
支
所
で
開
催

▼
日
時
／
11
月
25
日（
火
）９
時
30
分
〜

11
時
30
分
▼
申
込
み
／
11
月
21
日（
金
）

ま
で
に
、電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
、鹿
野
総
合
支

所
健
康
福
祉
課
1
68
―
２
３
３
２
・
5
68

―
２
４
１
２

11
月
の
行
政
相
談

国
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の
、苦
情
や
要

望
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
と
場
所
／
▽
11
月
10
日（
月
）９

時
〜
12
時
、鹿
野
公
民
館
▽
17
日（
月
）10

時
〜
15
時
、熊
毛
総
合
支
所
▽
20
日（
木
）

10
時
〜
15
時
、新
南
陽
総
合
支
所
▼
問
合

せ
／
生
活
安
全
課
1
22
―
８
３
２
０

人
権
擁
護
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

鹿
野
公
民
館
で
開
催

▼
日
時
／
11
月
10
日（
月
）９
時
〜
12
時

▼
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会
鹿
野
支

部
1
68
―
２
９
９
８

熊
毛
総
合
支
所
で
開
催

▼
日
時
／
11
月
10
日（
月
）10
時
〜
12
時

※
職
業
相
談
を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。▼

問
合
せ
／
熊
毛
総
合
支
所
地
域
政
策
課

1
92
―
０
０
０
８

新
南
陽
総
合
支
所
で
開
催

▼
日
時
／
11
月
20
日（
木
）９
時
〜
12
時

▼
問
合
せ
／
新
南
陽
総
合
支
所
地
域
政

策
課
1
61
―
４
２
１
０

漁
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施

11
月
１
日
現
在
の
、漁
業
の
生
産
構
造

や
就
業
構
造
な
ど
を
調
査
し
、今
後
の
水

産
行
政
諸
施
策
の
資
料
を
作
成
す
る
た

め
に
国
が
調
査
を
行
い
ま
す
。

海
で
漁
業
を
営
む
人
な
ど
を
対
象
に

行
い
ま
す
の
で
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
情
報
政
策
課
1
22
―
８
２

６
３

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページFhttp://www.city.shunan.lg.jp/

参
加
者
の
経
験
や
知
識
な
ど
を
上

手
に
引
き
出
し
な
が
ら
、会
議
な
ど
を

円
滑
に
進
め
る
役
割
を
担
う
、フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

対
象

市
内
に
在
住
、ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
、参
画
型
の
会
議
進
行
に
興

味
が
あ
る
人

日
時
と
内
容

▽
11
月
15
日（
土
）・
16

日（
日
）10
時
〜
17
時
、め
ざ
せ
！
フ
ァ

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

養
成
講
座
２
０
０
８

シ
リ
テ
ー
タ
ー
▽
12
月
６
日（
土
）10
時

〜
17
時
・
７
日（
日
）９
時
30
分
〜
17
時

30
分
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
、運
営
し

よ
う
！

場
所

市
民
交
流
セ
ン
タ
ーa

定
員

30
人（
受
け
付
け
順
）

申
込
み

11
月
10
日（
月
）ま
で
に
、申

込
書
を
、持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
、〒
７
４
５
―
０
０
３
４
御
幸
通
２

―
28
市
民
活
動
推
進
課
1
33
―
７
７

０
０
・
5
31
―
３
７
１
１
・
Eshim

inka

tsud@
city.shunan.lg.jp

催
し

お
知
ら
せ

市
で
は
、６
月
に
策
定
し
た
緑
の
基

本
計
画
を
基
に
、平
成
23
年
度
に
開
催

す
る
山
口
国
体
を
一
つ
の
通
過
点
と
し

て
、市
全
体
が
花
と
緑
で
い
っ
ぱ
い
の
美

し
い
ま
ち
を
め
ざ
し
、市
民
の
皆
さ
ん
と

協
働
で
花
い
っ
ぱ

い
運
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

10
月
13
日
に
、

ゆ
め
風
車
ま
つ

り
に
併
せ
て
、市

民
の
皆
さ
ん
と

の
協
働
に
よ
る
緑
化
活
動
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
開

始
を
宣
言
す
る
、キ
ッ
ク
オ
フ
宣
言
を
行

い
ま
し
た
。

今
後
は
、市
や
学
校
、各
種
団
体
な

ど
が
力
を
合
わ
せ
て
、こ
の
運
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、花

い
っ
ぱ
い
運
動
に
参
加
し
、美
し
い
ま
ち

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
／
都
市
整
備
課
1
22
―
８

４
３
１

市
花
い
っ
ぱ
い
運
動
キ
ッ
ク
オ
フ
宣
言

お
知
ら
せ
 

相
談
 

福
祉
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11
月
11
日
〜
20
日
は

同
和
問
題
啓
発
推
進
旬
間

同
和
問
題
は
、歴
史
の
過
程
で
作
ら
れ

た
差
別
に
よ
り
、一
部
の
人
々
が
長
い
間
、

経
済
・
社
会
・
文
化
的
に
、低
位
の
状
態
を

強
い
ら
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
受
け
る

日
本
固
有
の
人
権
問
題
で
す
。

え
せ
同
和
行
為
は
、同
和
問
題
を
口
実

に
し
て
、図
書
な
ど
の
購
入
や
寄
附
金
の

強
要
な
ど
、不
当
な
利
益
や
義
務
の
な
い

こ
と
を
求
め
る
行
為
で
す
。
え
せ
同
和
行

為
は
、誤
っ
た
意
識
を
植
え
付
け
る
大
き

な
原
因
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
為
が
あ
っ
た
ら
、早
め
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
人
権
推
進
課
1
22
―
８
４

５
６
・
山
口
地
方
法
務
局
周
南
支
局
1
28

―
０
２
４
４

中
小
企
業
冬
期
季
節
資
金

中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り
を
円
滑
に
す

る
た
め
、運
転
資
金
の
融
資
を
行
い
ま
す
。

▼
融
資
金
額
／
１
企
業
１
０
０
０
万
円
ま

で
▼
融
資
期
間
／
６
か
月
▼
利
率
／
年

２
・
２
％
▼
受
付
期
間
／
11
月
４
日（
火
）

〜
平
成
21
年
１
月
30
日（
金
）▼
申
し
込

み
金
融
機
関
／
山
口
銀
行
、も
み
じ
銀
行
、

広
島
銀
行
、西
京
銀
行
、東
山
口
信
用
金

庫
、商
工
中
金
▼
問
合
せ
／
商
工
観
光
課

1
22
―
８
３
７
１

し
、収
集
日
に
家
庭
ご
み
と
し
て
収
集
場

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
1
22

―
８
３
０
３

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

児
童
虐
待
は
、子
ど
も
に
対
す
る
重
大

な
権
利
の
侵
害
で
す
。

疑
い
を
も
っ
た
ら
、一
人
で
抱
え
込
ま
ず

に
、迷
わ
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
こ
ど
も
家
庭
課
こ
ど
も
家
庭

相
談
室
1
22
―
８
４
５
２
・
県
周
南
児
童

相
談
所a

1
21
―
０
５
５
４

県
地
価
調
査
図
書
の
閲
覧

▼
閲
覧
内
容
／
７
月
１
日
時
点
の
、県
地

価
調
査
の
基
準
値
の
価
格
を
掲
載
し
た

図
書
▼
閲
覧
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
市

民
さ
ろ
ん
、総
務
課
、各
総
合
支
所
地
域

政
策
課
、各
支
所
、各
市
立
図
書
館
▼
問

合
せ
／
総
務
課
1
22
―
８
３
８
２

源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説
明
会

熊
毛
地
域
対
象

▼
日
時
／
11
月
18
日（
火
）10
時
30
分
〜

11
時
45
分
▼
場
所
／
ス
タ
ー
ピ
ア
下
松（
下

松
市
）

徳
山
・
新
南
陽
・
鹿
野
地
域
対
象

▼
日
時
／
11
月
20
日（
木
）10
時
30
分
〜

11
時
45
分
・
13
時
30
分
〜
14
時
45
分
▼
場

所
／
文
化
会
館a

市美術展大賞と準大賞作品
市美術展の審査が10月5日に行われ、出品総数250点の中から

大賞に國弘均さんの「百済からの風」（立体）が選ばれました。

準大賞 平面の部「夕日が沈んだ高専坂」桐田朋枝さん、立体の

部「泥彩白線八角壺」山根公子さん、書の部「心で握手を」徳原

シゲ子さん、写真の部「HIKARI OBORO」山縣康子さん

問合せ 生涯学習課文化担当122－8622

告知 農地の貸し借りと転用

■農地の貸し借りは、利用権の設定をしてください

農地の貸し借りには、地主と借り主の双方で、利用権

を設定できます。また、再設定により、継続もできます。

地主 ●農地を貸しても小作権が付かない●貸した農

地は、期限が来れば、離作料を支払わなくても戻る

借り主 ●経営規模の拡大が図られる●賃借期間中は

安心して耕作ができる

利用権の申込み 12月15日（月）までに、地元の農業

委員

■農地の転用には許可や届け出が必要です

農地の転用とは、農地に住宅や作業場を建てたり、倉庫

や駐車場などの用地として農地を利用したりすることです。

農地は農業生産にとって、かけがえのない資源です。

このため、法律で一定の規制があり、転用には許可や届

け出が必要です。

農地を転用する計画がある人は、事前に地元の農業

委員、または農業委員会事務局に相談してください。

問合せ 農業委員会事務局122－8574

屋
外
広
告
物
の
設
置

屋
外
広
告
物（
看
板
な
ど
）の
許
認
可

事
務
は
、平
成
20
年
度
に
県
か
ら
市
に
移

譲
さ
れ
ま
し
た
。

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
場
合
は
、市

の
許
可
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
都
市
計
画
課
1
22
―
８
４

２
６

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
合
同
訓
練

▼
日
時
／
11
月
９
日（
日
）７
時
〜
９
時

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。▼
場

所
／
須
万
地
区a

▼
内
容
／
県
消
防
防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
消
防
本
部
、消
防
団
に

よ
る
山
林
火
災
防
御
訓
練
▼
問
合
せ
／

消
防
本
部
警
防
課
1
22
―
８
７
６
２

人
権
擁
護
委
員
の
変
更

▼
退
任
／
藤
井
豊
子
さ
ん
▼
新
任
／
中

山
哲
男
さ
ん（
野
村
B
1
62
―
５
５
３
３
）

▼
問
合
せ
／
人
権
推
進
課
1
22
―
８
４

５
６

ご
み
の
野
焼
き
は
禁
止

ご
み
の
野
外
焼
却（
野
焼
き
）は
、法
律

に
よ
り
、原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
を
野
外
で
燃
や
す
と
、煙
や
悪
臭

な
ど
で
近
所
の
人
た
ち
に
、迷
惑
を
掛
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、正
し
く
分
別

百済からの風百済からの風百済からの風百済からの風百済からの風百済からの風百済からの風百済からの風百済からの風百済からの風百済からの風百済からの風百済からの風百済からの風百済からの風百済からの風百済からの風
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い
ず
れ
も

▼
問
合
せ
／
課
税
課
市
民
税
担
当
1
22
―

８
２
７
３
・
徳
山
税
務
署
1
21
―
１
０
１
０

鹿
野
図
書
館
の
休
館

館
内
の
点
検
・
整
理
の
た
め
、休
館
し
ま

す
。
休
館
期
間
中
の
本
の
返
却
は
、返
却

ポ
ス
ト
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
休
館
期
間
／
11
月
12
日（
水
）〜
18
日

（
火
）▼
問
合
せ
／
鹿
野
図
書
館
1
68
―

４
１
４
１

自
衛
官（
平
成
21
年
３
・
４
月
採
用
）

▼
採
用
種
目
／
２
等
陸
・
海
・
空
士
▼
定

員
／
若
干
名
▼
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
男
性（
平
成
21
年
３
月
高
校
卒
業

見
込
み
を
含
む
）▼
試
験
日
／
11
月
22
日

（
土
）、12
月
20
日（
土
）▼
受
付
期
限
／
い

ず
れ
も
試
験
日
の
２
日
前
▼
試
験
科
目
／

筆
記
試
験
、口
述
試
験
、適
性
検
査
、身
体

検
査
▼
問
合
せ
／
自
衛
隊
周
南
地
域
事

務
所a

1
31
―
７
０
９
７

エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
市
民
節
電
所

参
加
宣
言
が
あ
っ
た
世
帯
の
う
ち
、40

世
帯
を
選
定
し
、１
０
０
０
円
分
の
図
書

カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

ま
た
、皆
さ
ん
に
役
立
つ
実
践
事
例
が

あ
る
世
帯
は
、レ
ポ
ー
ト
を
審
査
し
、エ
コ

チ
ャ
レ
ン
ジ
大
賞
の
表
彰
を
し
ま
す
。

▼
対
象
／
７
〜
10
月
分
の「
電
気
使
用
量

の
お
知
ら
せ
」
で
、使
用
量
が
昨
年
よ
り

６
％
以
上
減
っ
た
世
帯
▼
申
込
み
／
11
月

14
日（
金
）ま
で
に
、持
参
・
郵
送
で
、電
気

使
用
量
の
お
知
ら
せ
・
参
加
宣
言
書
を
、〒

７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通
１
―
１
環
境

政
策
課
1
22
―
８
３
２
４

税
を
考
え
る
週
間
の
行
事

▼
日
時
と
内
容
／
▽
11
月
19
日（
水
）〜

20
日（
木
）、税
理
士
の
無
料
相
談
▽
19
日

（
水
）〜
21
日（
金
）、電
子
申
告
体
験
▽
19

日（
水
）〜
24
日（
休
）、習
字
や
作
文
な
ど

の
展
示
▼
時
間
／
10
時
〜
16
時
▼
場

所
／
ザ
・
モ
ー
ル
周
南（
下
松
市
）▼
問
合

せ
／
課
税
課
市
民
税
担
当
1
22
―
８
２

７
３
・
徳
山
税
務
署
1
21
―
１
０
１
０

島
の
11
月

▼
日
時
／
11
月
９
日（
日
）11
時
30
分
〜

19
時
30
分
▼
場
所
／
大
津
島
公
園
周
辺

a

▼
内
容
／
島
の
踊
り
「
平
家
踊
り
」の

披
露
、野
外
ラ
イ
ブ（
マ
ル
カ
ー
ト
、ち
ょ
い

濡
れ
ボ
ー
イ
ズ
、リ
ン
ギ
ン
・
ベ
ル
ズ
・
ロ
ン

ド
・
ク
ラ
ブ
）、ギ
ャ
ラ
リ
ー
、飲
食
店
の
出
店

な
ど
▼
野
外
ラ
イ
ブ
の
定
員
と
入
場
料
／

１
５
０
人
、３
５
０
０
円（
前
売
り
券
３
０

０
０
円
）※
帰
り
の
乗
船
料
金
を
含
み
ま

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページFhttp://www.city.shunan.lg.jp/

江
戸
後
期
に
、郷
校
で
あ
る
徳
修
館

c

で
行
わ
れ
て
い
た
釈
菜
せ
き
さ
い（
孔
子
の
徳

を
た
た
え
る
儀
式
）を
再
現
・
復
活
し

ま
す
。

ま
た
、孔
健
さ
ん（
孔
子
の
第
75
代

直
系
子
孫
）を
迎
え
て
、論
語
の
朗
誦

や
講
釈
、
記
念
植
樹

な
ど
も
行
い
ま
す
。

※
三
丘
徳
修
館
祭
り

も
併
せ
て
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
16
日（
日
）９
時
〜
▼

場
所
／
徳
修
館c

▼
問
合
せ
／
教
育

委
員
会
熊
毛
総
合
出
張
所
1
92
―
０

２
５
４

徳
修
館
釈
菜

催
し

創
建
２
０
０
年
記
念
事
業

す
。▼
問
合
せ
／
企
画
課
内
ひ
と
・
輝
き
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
島
の
11
月
事
務

局
1
22
―
８
２
４
５

太
華
山
ク
リ
ー
ン
作
戦

▼
日
時
／
11
月
９
日（
日
）10
時
〜
12
時

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。▼
集
合

場
所
／
地
方
卸
売
市
場a

▼
持
参
物
／

軍
手
な
ど
▼
問
合
せ
／
11
月
６
日（
木
）

ま
で
に
、商
工
観
光
課
1
22
―
８
３
７
２

成
人
式

案
内
状
は
、11
月
20
日
現
在
の
住
民
登

録
に
基
づ
き
、12
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す
。

▼
対
象
／
昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成

元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
※
就
職

や
進
学
な
ど
で
市
外
へ
転
居
し
た
人
で
、

出
席
を
希
望
す
る
人
は
、12
月
26
日（
金
）

ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。▼
日
時
／

平
成
21
年
１
月
11
日（
日
）11
時
〜
12
時

▼
場
所
／
文
化
会
館a

新
成
人
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

▼
内
容
／
二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、記
念
品

受
領
、
市
民
憲
章
斉
唱
、
運
営
ス
タ
ッ
フ

（
実
行
委
員
）▼
定
員
／
若
干
名
▼
申
込

み
／
11
月
17
日（
月
）ま
で
に
、住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
応
募
の
動
機

を
、は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７

４
５
―
０
０
０
４
毛
利
町
２
―
２
生
涯
学

習
課
1
22
―
８
６
９
７
・
5
22
―
８
８
１

４
・
Eed-shogai@

city.shunan.lg.jp

わ
た
し
の
ま
ち
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

虎
ヶ
岳
に
登
ろ
う

▼
日
時
／
11
月
30
日（
日
）８
時
30
分
〜

15
時
30
分
※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま

す
。▼
集
合
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
▼
内

容
／
虎
ヶ
岳c

登
山
▼
定
員
／
20
人（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）▼
参
加

募
集
 

募 

催
し
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市
民
ス
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
No.
１
大
会

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
人
、ス
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
愛
好
者
▼
日
時
／
11
月
15
日

（
土
）８
時
30
分
〜
※
雨
天
の
場
合
は
中

止
し
ま
す
。▼
場
所
／
陸
上
競
技
場a

▼

参
加
資
格
／
１
チ
ー
ム
選
手
３
人
、補
員

１
人
※
個
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。▼
定

員
／
24
チ
ー
ム（
受
け
付
け
順
）▼
参
加

料
／
１
人
３
０
０
円
▼
申
込
み
／
11
月
10

日（
月
）ま
で
に
、申
込
書
を
、市
民
ス
ポ
ー

ツ
課
1
28
―
８
８
８
３

紅
葉
の
高
瀬
湖
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク

▼
日
時
／
11
月
15
日（
土
）８
時
45
分
〜

11
時
30
分（
受
け
付
け
は
８
時
30
分
〜
）

▼
集
合
場
所
／
島
地
川
ダ
ム
管
理
支
所

前
B
▼
内
容
／
高
瀬
湖
B
周
辺
道
の
ご

み
を
拾
い
な
が
ら
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
▼
問
合

せ
／
新
南
陽
総
合
支
所
産
業
振
興
課
1

61
―
４
１
０
８

大
田
原
自
然
の
家
秋
の
催
し

天
体
教
室

▼
対
象
／
小
・
中
学
生
を
中
心
に
し
た
家

族
や
団
体
▼
日
時
／
11
月
８
日（
土
）19

時
〜
21
時
▼
内
容
／
月
や
秋
の
星
座
の
観

察
、天
体
に
つ
い
て
の
話
▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
込
期
限
／
11
月
６
日（
木
）

秋
の
わ
ん
ぱ
く
村

▼
対
象
／
小
学
１
〜
６
年
生
▼
日
時
／

11
月
22
日（
土
）８
時
45
分
〜
24
日（
休
）

15
時
30
分（
２
泊
３
日
）▼
集
合
場
所
／

美
術
博
物
館a

▼
内
容
／
ハ
イ
キ
ン
グ
、

野
外
料
理
、自
然
観
察
な
ど
▼
定
員
／
40

名（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）▼
参

加
料
／
７
０
０
０
円（
食
費
、活
動
雑
費
、

保
険
料
）▼
申
込
期
限
／
11
月
10
日（
月
）

い
ず
れ
も

▼
場
所
／
大
田
原
自
然
の
家a

▼
申
込

み
／
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、大

田
原
自
然
の
家
1
・
5
89
―
０
４
６
１
・
E

ootabara@
city.shunan.yam

aguchi.jp

東
善
寺
や
す
ら
ぎ
の
里
や
す
ら
ぎ
展

▼
日
時
／
11
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

９
時
〜
17
時（
30
日
は
15
時
ま
で
）▼
場

所
／
サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛c

▼
内
容
／
竹

細
工
や
木
工
、押
し
花
、陶
芸
、フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
展
示
▼
問
合
せ
／
東
善

寺
や
す
ら
ぎ
の
里c

1
92
―
０
０
５
８

団
塊
生
き
方
塾

男
子
厨
房
に
入
ろ
う
！

▼
対
象
／
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人
▼
日

時
と
内
容
／
▽
11
月
20
日（
木
）19
時
〜

21
時
、理
想
の
暮
ら
し
を
考
え
よ
う
▽
27

日（
木
）19
時
〜
21
時
、今
晩
の
簡
単
お
つ

ま
み
を
作
ろ
う
▽
12
月
４
日（
木
）19
時
〜

21
時
、バ
ラ
ン
ス
の
い
い
食
事
っ
て
何
▽
６
日

（
土
）９
時
30
分
〜
14
時
、団
塊
ビ
ス
ト
ロ

コ
ン
テ
ス
ト
▽
11
日（
木
）
19
時
〜
21
時
、

料
／
５
０
０
円（
小
学
生
以
下
は
無
料
）▼

持
参
物
／
登
山
が
で
き
る
服
装
、昼
食
、

飲
み
物
、
雨
具
▼
申
込
み
／
11
月
17
日

（
月
）ま
で
に
、住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
、は
が
き
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通
１
―

１
企
画
課
1
22
―
８
４
７
８
・
5
22
―
８

４
７
５
・
Ekikaku@

city.shunan.lg.jp
鶴
の
里
八
代
観
光
収
穫
祭

▼
日
時
／
11
月
23
日（
祝
）９
時
〜
14
時

30
分
▼
場
所
／
鶴
い
こ
い
の
里
交
流
セ
ン

タ
ーc

▼
内
容
／
新
鮮
野
菜
の
直
売
や
各

種
バ
ザ
ー
、野
菜
を
持
ち
帰
れ
る
ゲ
ー
ム
な

ど
▼
問
合
せ
／
鶴
い
こ
い
の
里
交
流
セ
ン
タ

ー
1
92
―
０
０
０
３

11月の納付
●国民健康保険料 6期
●後期高齢者医療制度保険料 5期
●介護保険料 6期

国民健康保険被保険者証の更新

10月1日から、新しい国民健康保険被保険者

証に変わっています。まだ、更新が済んでいない人

は、早めに更新をしてください。

問合せ／保険年金課122―8312

告知 平成21年4月1日から公
営住宅の入居基準を変更

講
座
・
講
演
 

■入居収入基準の見直し

平成21年4月1日から、公営住宅に入居できる収

入（月収）の上限を引き下げます。
公営住宅 現在 平成21年4月1日以降

一般世帯 20万円 15万8千円

裁量階層世帯 26万8千円 21万4千円

※裁量階層世帯…障害者世帯、高齢者世帯、小学校

就学前の子どもがいる世帯。

■公営住宅の毎月の家賃を算定する方法を見直し

家賃を決定するための収入階層を、次のとおり見

直します。
現在

第1階層 0円 ～ 123,000円

第2階層 123,001円 ～ 153,000円

第3階層 153,001円 ～ 178,000円

第4階層 178,001円 ～ 200,000円

以下は裁量階層

第5階層 200,001円 ～ 238,000円

第6階層 238,001円 ～ 268,000円

平成21年4月1日以降に申し込む人

第1階層 0円 ～ 104,000円

第2階層 104,001円 ～ 123,000円

第3階層 123,001円 ～ 139,000円

第4階層 139,001円 ～ 158,000円

以下は裁量階層

第5階層 158,001円 ～ 186,000円

第6階層 186,001円 ～ 214,000円

問合せ 住宅政策課122－8282



食
事
の
後
に
は
…
簡
単
な
運
動
を
体
験
▽

18
日（
木
）18
時
30
分
〜
21
時
、う
ど
ん
作

り
と
新
た
な
世
界
へ
向
け
て
▼
場
所
／
徳

山
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
参
加
料
／
１
５
０
０

円（
全
６
回
、食
材
代
別
途
）▼
申
込
み
／

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
講
座
名
を
、は

が
き
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７

４
５
―
０
０
７
１
岐
山
通
１
―
４
中
央
公

民
館
1
22
―
８
６
９
０
・
5
22
―
８
８
１

６
・
Echuo-ko@

city.shunan.lg.jp

地
域
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

座
公
開
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
時
／
11
月
８
日（
土
）13
時
〜
16
時

▼
場
所
／
市
民
館a

大
会
議
室
▼
内

容
／
成
果
発
表
会
と
意
見
交
換
▼
定

員
／
20
人（
当
日
、受
け
付
け
順
）▼
参
加

料
／
無
料
▼
問
合
せ
／
中
央
公
民
館a

1
22
―
８
６
９
０

基
礎
か
ら
学
ぶ
団
体
運
営
講
座

団
体
の
運
営
課
題
を
解
決
し
て
、効
果

的
で
充
実
し
た
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
／
団
体
運
営
課
題
を
解
決
し
た

い
と
考
え
て
い
る
市
民
活
動
団
体
▼
日

時
／
11
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）13
時
30

分
〜
16
時
30
分
▼
場
所
／
市
民
交
流
セ
ン

タ
ーa

▼
定
員
／
30
人（
受
け
付
け
順
）▼

参
加
料
／
無
料
▼
問
合
せ
／
11
月
６
日

（
木
）ま
で
に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
講

座
名
を
、郵
送
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
、〒
７
４
５
―
０
０
３
４
御
幸
通
２
―
28

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
1
33
―
７
７
０
０
・
5

31
―
３
７
１
１
・
Eshiencent@

city.shu

nan.yam
aguchi.jp

ふ
れ
あ
い
人
権
講
演
会

▼
日
時
／
11
月
14
日（
金
）10
時
〜
12
時

▼
場
所
／
夜
市
小
学
校a

▼
演
題
／
こ

こ
ろ
を
み
つ
め
る
〜
今
を
よ
り
豊
か
に
生

き
る
た
め
に
〜
▼
講
師
／
川
村
妙
慶
さ
ん

（
僧
侶
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）▼
参
加
料
／
無

料
▼
問
合
せ
／
人
権
教
育
課
1
22
―
８

６
２
０
・
夜
市
公
民
館
1
62
―
２
７
０
７

救
命
講
習
会

普
通
救
命
講
習

▼
日
時
／
12
月
11
日（
木
）９
時
〜
12
時

▼
定
員
／
20
人（
受
け
付
け
順
）

上
級
救
命
講
習

▼
日
時
／
12
月
19
日（
金
）９
時
〜
18
時

▼
定
員
／
15
人（
受
け
付
け
順
）

い
ず
れ
も

▼
対
象
／
熊
毛
地
域
に
在
住
、ま
た
は
光

地
区
消
防
組
合
管
内
に
勤
務
す
る
人
▼

場
所
／
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

（
光
市
）▼
内
容
／
救
急
蘇
生
法（
一
次
救

命
処
置
、応
急
手
当
な
ど
）▼
受
講
料
／

無
料
▼
持
参
物
／
筆
記
用
具
、動
き
や
す

い
服
装
▼
申
込
み
／
11
月
10
日（
月
）か

ら
、申
込
書
を
、光
地
区
消
防
組
合
北
消

防
署
1
91
―
０
０
０
１
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情 報 ひ ろ ば  熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページFhttp://www.city.shunan.lg.jp/

■3市母子保健推進協議会合同研修会
●日時／11月5日（水）10時～12時
●場所／県周南総合庁舎A●内容／
講演会（食育について）●参加料／無
料●問合せ／中村さんA129―
3587

■ニュー・シティ・ウインズコンサート
●日時／11月8日（土）18時30分～
●場所／文化会館A●出演／星出尚
志さんなど●入場料／500円（小学生
以下は無料）●問合せ／ニュー・シテ
ィ・ウインズ宮津さんA128―1357

■家事家計講習会
●期日と場所／▽11月11日（火）、
新南陽公民館▽13日（木）、文化会

館A▽15日（土）、徳山友の家▽20
日（木）、光市地域づくり支援センタ
ー（光市）●時間／10時～12時●
会費／350円●申込み／火・木曜日
に、徳山友の家131―4729

■ディベート勉強会
●日時／11月15日（土）13時～16
時●場所／徳山大学●申込み／11
月8日（土）までに、松下さんA128
―6263

■愛郷の作家青木健作顕彰の集い
●日時／11月16日（日）13時～●
場所／新南陽公民館●内容／講演
や献歌、献句など●参加料／無料●
問合せ／青木健作顕彰の集い事務
局和知さんB163―1129

■秋季市民バレーボール大会
●対象／市内に在住、通勤、通学する
人で編成するチーム●日時／11月

23日（祝）9時～●場所／新南陽体
育館●種目／一般の部（実業団・クラ
ブ）男子・女子（9人制）●参加料／協
会に登録されていないチームは、1チ
ーム2,000円●申込み／11月13
日（木）までに、体育協会A128―
8311

■市民文化祭・文化を楽しむ会
●日時／11月24日（休）10時～●
場所／市民館A●内容／舞台発表、
展示など●入場料／無料●問合せ／
事務局長谷川さんA128―4646

■熊毛地区駅伝大会
●日時／12月14日（日）9時～●
場所／三丘地区周辺C●参加料／
無料●申込み／11月20日（木）ま
でに、熊毛体育センター192―
0026●問合せ／熊毛地区駅伝大
会実行委員会手島さん1090―
8361―4735

伝 
皆さんの活動の情報を掲載します



携
帯
端
末
を
使
っ
て
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し

た
い
の
で
す
が
、携
帯
用
の

ア
ド
レ
ス（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）が
分
か

り
ま
せ
ん
。

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
携
帯
版
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、

http://w
w
w
.city.shunan.lg.jp/

で
、通
常
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
同
様
で
す
。

携
帯
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
モ
バ
イ
ル
し
ゅ
う
な
ん
）

で
は
、緊
急
災
害
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の

一
部
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、市
役
所
の
各
部

署
の
電
話
番
号
や
公
共
施

設
な
ど
の
位
置
、概
要
な

ど
を
閲
覧
で
き
る
、地
図

情
報（
し
ゅ
う
な
ん
マ
ッ
プ
）

な
ど
の
便
利
な
機
能
も
備

え
て
い
ま
す
の
で
、活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

政
策
調
整
課
広
報
広
聴
担
当
1
22
―

８
２
３
２

■パート労働1日電話相談

●日時／11月6日（木）9時～19

時●電話番号／80120―55―

1480●問合せ／山口労働局雇用

均等室1083―995―0390

■徳山中央病院糖尿病週間講演会

●日時／11月15日（土）9時～

15時30分●内容／専門の医師な

どによる講演や相談会●問合せ／

徳山中央病院128―4411

■徳山高専夢広場パソコン若葉相談室

●日時／11月15日（土）14時～

17時●場所／ふれあいパーク待あ

いA●内容／年賀状の作成教室●

定員／12人●参加料／無料●申

込み／11月4日（火）8時30分か

ら、徳山高専総務課129―6399

■女性の人権ホットライン

●日時／11月17日（月）～23日

（日）8時30分～19時●内容／女

性の人権問題解決に向けた、相談と

助言●電話番号／10570―070

―810●問合せ／県人権擁護委員

連合会1083―922―2295

■全国一斉労働トラブル110番

●日時／11月22日（土）10時～

16時●電話番号／80120―

003―821●問合せ／山口司法

書士会1083―924―5220

ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト
クク
イイ
ズズ
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問
題

市
内
の
９
月
末
現
在
の
救
急
出

動
件
数
の
う
ち
、軽
症
の
人
の
割
合
は
？

q
約
５
パ
ー
セ
ン
ト

w
約
10
パ
ー
セ
ン
ト
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図書カ
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お便り

【火災件数】5件（今年の累計36件）

11月9日（日）から15日（土）までの間、秋季全国火災予防運動を実施します。

【交通事故件数】●死亡事故0人（今年の累計4人）●傷者数76人（今年の累計858人）

11月20日（木）から12月9日（火）までの間、交通事故防止特別キャンペーンを実施します。

命を守る救急出動
（11月1日～15日）

■CCS（12チャンネル）
毎日6時・15時・22時

■Kビジョン（アナログ11チャンネル・デ

ジタル12チャンネル）
毎日9時30分・14時30分・21時30分

【人口】154,190人（前月比 +71人）

［男］74,299人（前月比 +37人）

［女］79,891人（前月比 +34人）

●出生122人 ●死亡131人

●転入368人 ●転出288人

【世帯】66,970世帯（前月比＋74世帯）

10月1日現在

9月の発生件数

市政情報番組周南市市政だより

●広報「しゅうなん」の記事で市が収集した個人情報は、当該業務に限って使用します。

広

告
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広
報
し
ゅ
う
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集
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市
政
策
調
整
課
〒
745-8655周

南
市
岐
山
通
1-1

1
0834-22-8232

5
0834-22-8224

F
http://www.city.shunan.lg.jp/ E

info@
city.shunan.lg.jp（

そ
の
他
の
課
は
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
）
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